
 

 

 

 

 

 

 

 

３月１３日（日）から１５日（火）の３日間。２年生が、新潟県妙高市の妙高青少年自然の家におい

て自然教室を実施しました。初日は薄曇りの空の下、２日目は真っ白な霧の中、最終日は気持ちの良い

青空が広がる中、自然を満喫しながらの活動になりました。幸いなことに、現地は思いのほか暖かく、

寒さに震えるような時間はほとんどありませんでした。今回は、生徒たちの声を中心に３日間の様子を

お届けします。 

★やはりスキー研修は楽しい時間でした 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※偶然にも３人のコメントの最後が、「（これからに）生かしていきたい」という前向きな結び方がして

ありました。次につながる素晴らしいコメントだと思います。 
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＜学校だより＞ 文責 小泉 修 
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最高学年への良いステップになりました 

＜２年生自然教室 大成功のうちに終わる＞ 

僕はスキーをやったことがなく、みんなについていけなくて、迷惑をかけてしまうのではないかと不安でした。で

も、インストラクターの方が優しくていねいに教えてくれたおかげで、不安が和らぎ、楽しくスキーを行うことがで

きました。僕がスキーを通して学んだことは、仲間の大切さです。転んで遅れた僕を嫌な顔を見せずに待っていてく

れたり、「こうすればうまくなるよ」と教えてくれたり、そんな素晴らしい仲間の行動のおかげで、このスキー研修

はとても良い思い出になりました。今回のスキー研修で学んだことを、日常生活でも生かしていきたいです。（男子） 

私は、自然教室で一番楽しかったことはスキー研修です。理由は、スキーは練習すればするほど上達していって、

１日目ではできなかったことが、２日目、３日目となるうちにできるようになっていったからです。さらに、スキー

研修で時間を守ることの大切さを学びました。時間をしっかり守る行動をしていると、楽しい時間が増えることを知

り、スキー研修以外でもそれを感じることができました。自然教室で学んだことを、普段の学校生活でも生かしてい

こうと思いました。（女子） 

スキー研修の前は、みんなに追いつけなかったらどうしようという不安が多くありました。しかし、そんな不安は

すぐになくなりました。なぜなら、インストラクターの方が一人一人に寄り添って、わかりやすく教えてくださった

からです。そのおかげで、楽しくスキーをすることができ、３日目にはパラレルターンができるようになりました。

また、同じ班の子たちとの会話も次第に増えました。コロナ禍での自然教室は、２年生全体で学ぶことが多くあり、

大きく成長するきっかけになりました。３年生でもこの学びを生かしていきたいです。（女子） 



★スキー研修以外でも、多くの学びがありました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上の３つの文の中にも、これからの学校生活につなげていこうとする強い意欲がうかがえます。行事を

通して、大きな成長を見せてくれたことを嬉しく思います。やって良かった自然教室でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１０日（木）の午後、１年生の総合学習「職業人に学ぶ会」の講師と 

して呼ばれ、「校長授業」を行いました。これまでに行った「校長授業」の 

中で、１年生が聞いていないものをダイジェスト版の形で授業にしました。 

また、新たなものも話しました。退職を前に、代表生徒から感謝の言葉や手 

紙や花をいただきました。２年生には、自然教室の中で同じような内容の 

「授業」を行いました。２年生も自然教室の中で「感謝の会」を行ってくれ 

ました。多くの生徒たちから退職を祝ってもらい、教師冥利に尽きます。 

私は自然教室を終えて、改めて「感謝」することの大切さを学ぶことができました。自然の家まで連れて行ってく

れた運転手さんやバスガイドさん、自然の家の所員の皆さん、スキーを教えてくださったインストラクターの方々、

学校まで送り迎えしてくれた家族、コロナ禍にも関わらず私たちを自然教室に連れて行ってくれた先生など、今回の

自然教室は「感謝」する場面がたくさんありました。感謝することは、自然教室が終わってからも続けていきたいで

す。これからの学校生活や、さらには大人になって社会に出て行った時に、感謝の気持ちを素直に伝えられるように、

日々、周りにいる人に「ありがとう」が言えるようになりたいと思います。（女子） 

私は、自然教室に行く前から「一心」の学年旗を作る仕事に取り組んでいました。立志式担当だった私は、他の３

人の仲間と放課に集まることが多く、とても忙しかったです。立志式本番では、学年のみんなの前で活動し、とても

緊張していましたが、学年旗が完成した時は達成感で一杯になりました。立志式担当メンバーで頑張ってきて「一心」

ができたように感じました。スキーから帰ってきた後は、けっこう疲れが出ましたが、疲れと共に、集団行動の大切

さや仕事を行う責任の重さを改めて感じました。学年初の宿泊行事で学んだことを、これからの生活で生かしていき

たいと思います。（女子） 

中学校に入学して以来、初めての宿泊行事。とても楽しみにしていた反面、慣れない環境に不安もありました。で

すが、私たちが憧れていた先輩方のような３年生になるために、学年でキャンペーンを行ってきました。いざ自然教

室に行くと、キャンペーン項目の中の「あいさつ」と「時間を見て行動する」ということを、クラス全体、学年全体

で意識することができました。それにより、心を込めて礼をしたり、常に５分前行動ができたりしました。最高学年

になったら、自然教室で培った力をさらに伸ばし、学校を支えるかっこいい上中生になりたいです。（女子） 

１年生に「校長授業」を行いました   ＜総合学習「職業人に学ぶ会」＞ 

上郷中学校で校長として３年間お世話になりました。学校だよりを読んでいただき、ありがとうございました。これが

最終号となります。上郷中学校の益々の発展と、皆様のご健康とご多幸をお祈りしています。     （小泉 修） 


